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高
志
の
国
文
学
館
と
富
山
の
文
学 
綿
引
香
織 
高
志
の
国
文
学
館
に
つ
い
て 

高
志
の
国
文
学
館
は
、
富
山
県
立
の
文
学
館
と
し
て
、
平
成
24
年
７
月
６
日
に
富
山
市
内
に
開
館
し
た
。「
富
山
県
ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と
文
学
の
総
合
窓
口
」
「
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
絵
本
、
映
画
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
幅
広
い
分
野
の
作
品
を
気
軽
に
楽
し
み
学
ぶ
機
会
の
提
供
」「
深
く
探
求
す
る
・
創
作
す
る
・
発
表
す
る
刺
激
と
も
な
る
場
の
提
供
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
展
示
、
教
育
普
及
、
調
査
研
究
、
収
集
・
保
存
等
の
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。 

開
館
後
６
年
が
経
過
し
た
現
在
、
富
山
の
文
学
と
の
関
わ
り
を
軸
に
、
こ
れ
ま
で
の
当
館
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 
展
示
活
動 

常
設
展
で
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
現
代
の
文
学
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
映
画
に
い
た
る
ま
で
、
富
山
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
や
作
品
の
魅
力
を
、
ジ
ャ
ン
ル
・
時
代
と
も
に
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郷
土
の
先
人
や
富
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
ヘ
ル
ン
文
庫
（
小
泉
八
雲
旧
蔵
資
料
）
に
つ
い
て
も
と
り
あ
げ
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
文
学
風
土
の
紹
介
に
つ
と
め
て
い
る
。 

「
富
山
県
文
学
鳥
瞰
地
図
」
や
「
ふ
る
さ
と
文
学
年
表
」、
富
山
県
出
身
の
作
家
・
漫
画
家
の
作
品
を
並
べ
る
大
書
架
は
、
富
山
の
文
学
を
概
観
す
る
た
め
の
展
示
で
あ
る
。 

『
万
葉
集
』
の
歌
人
大
伴
家
持
が
、
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
越
中
国
で
残
し
た
多
く
の
歌
は
、
富
山
県
の
文
学
の
始
ま
り
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
、
映
像
や
音
声
に
よ
る
展
示
装
置
や
、
歌
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
画
な
ど
、
多
彩
な
手
法
で
紹
介
し
て
い
る
。 

近
現
代
の
文
学
者
に
つ
い
て
は
、横
山
源
之
助
、筏
井
竹
の
門
、
三
島
霜
川
、
小
寺
菊
子
、
前
田
普
羅
、
田
部
重
治
、
大
井
冷
光
、
翁
久
允
、
田
中
冬
二
、
瀧
口
修
造
、
岩
倉
政
治
、
高
島
高
、
新
田
次
郎
、
源
氏
鶏
太
、
畷
文
兵
、
角
川
源
義
、
堀
田
善
衞
、
佐
伯
彰
一
、
遠
藤
和
子
、
柏
原
兵
三
、
木
崎
さ
と
子
、
辺
見
じ
ゅ
ん
、
宮
本
輝
な
ど
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。 

漫
画
家
に
つ
い
て
は
、
山
根
青
鬼
、
山
根
赤
鬼
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
、
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
、
ま
つ
も
と
泉
、
原
秀
則
、
花
咲
ア
キ
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雄
の
魅
力
を
解
説
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
講
演
を
多
く
行
っ
た
ほ
か
、
演
習
の
講
義
で
上
演
す
る
演
劇
を
同
館
の
ホ
ー
ル
で
披
露
し
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献
し
た
。
加
え
て
、
金
子
研
究
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
コ
ラ
ム
日
本
海
詩
人
日
記
（
文
づ
か
ひ
）
で
、
同
館
で
上
映
し
て
い
る
映
画
を
紹
介
す
る
な
ど
、
富
山
の
映
画
文
化
発
展
に
尽
力
し
て
い
た
。
同
館
は
市
民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
二
〇
一
六
年
九
月
か
ら
休
館
し
て
い
る
。 
富
山
文
学
振
興
に
尽
力 

金
子
氏
は
富
山
文
学
の
裾
野
を
広
げ
る
の
に
学
外
で
の
活
動
に
も
力
を
尽
く
し
て
お
り
、
高
志
の
国
文
学
館
の
「
文
学
講
座
」
や
、
文
学
に
親
し
む
会
の
講
師
も
務
め
た
。 

富
山
市
の
郷
土
史
家
、
故
岡
本
悦
子
さ
ん
の
遺
族
か
ら
作
品
の
コ
ピ
ー
を
譲
り
受
け
た
小
寺
菊
子
関
係
で
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
富
山
県
立
図
書
館
で
の
ふ
る
さ
と
文
学
講
演
会
で
「
富
山
の
女
性
文
学
―
小
寺
菊
子
の
先
駆
性
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
富
山
県
と
富
山
大
学
の
連
携
協
力
事
業
の
ふ
る
さ
と
文
学
県
民
講
座
で
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
菊
子
を
読
む
」「
富
山
の
女
性
作
家
・
小
寺
菊
子
の
生
き
方
を
読
む
」の
講
義
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
は
、
桂
書
房
か
ら
『
小
寺
菊
子
作
品
集
』（
全
三
巻
）
を
刊
行
し
た
。
Ａ
５
判
、
総
ペ
ー
ジ
数
約
一
五
〇
〇
で
、
九
〇
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
学
生
思
い
の
教
授 

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
金
子
氏
に
教
え
を
受
け
て
い
た
前
後
の
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
〇
年
の
間
に
、
筆
者
も
含
め
六
人
が
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。
一
学
年
が
約
五
人
の
小
規
模
な
ゼ
ミ
で
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
進
学
し
て
い
る
の
は
、
研
究
だ
け
で
な
く
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。 

最
後
に
、
金
子
氏
の
印
象
的
な
言
葉
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。「
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
。確
実
に
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
ゼ
ミ
生
に
常
々
言
っ
て
い
た
。
筆
者
も
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
金
子
氏
の
学
生
思
い
を
表
す
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
る
。 
 
9
特集　富山文学の会 10 周年
- 28 - 
ラ
を
紹
介
し
て
い
る
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
制
作
過
程
が
わ
か
る
展
示
装
置
も
あ
る
。 

ま
た
、
テ
ー
マ
展
示
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
が
、
本
県
の
山
に
ま
つ
わ
る
文
学
作
品
を
ま
と
め
た
映
像
装
置
「
山
岳
文
学
物
語
」、
平
成
29
年
よ
り
新
た
に
設
け
た
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
」、
企
画
展
の
関
連
資
料
や
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
す
る
「
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
」
で
あ
る
。 

ヘ
ル
ン
文
庫
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
泉
八
雲
と
、
ヘ
ル
ン
文
庫
を
富
山
に
誘
致
し
た
南
日
恒
太
郎
を
、
越
中
の
先
人
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
安
田
善
次
郎
、
浅
野
総
一
郎
、
高
峰
譲
吉
な
ど
諸
分
野
で
活
躍
し
た
郷
土
の
先
人
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。 

企
画
展
に
つ
い
て
は
、
年
間
４
～
５
回
程
度
、
文
学
、
漫
画
、
映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
い
る
。
開
館
記
念
展
は
「
大
伴
家
持
と
越
中
万
葉
―
風
土
と
こ
だ
ま
す
る
家
持
の
心
―
」
で
あ
り
、
以
下
、
富
山
ゆ
か
り
の
作
品
（『
長
い
道
』
と
『
少
年
時
代
』、『
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
』）、
作
家
・
先
人
（
大
伴
家
持
、
辺
見
じ
ゅ
ん
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
、
久
世
光
彦
、
田
中
冬
二
、
林
秋
路
、
宮
本
輝
、
堀
田
善
衞
、
棟
方
志
功
、
里
中
満
智
子
、
株
式
会
社
ピ
ー
エ
ー
ワ
ー
ク
ス
、
浅
野
総
一
郎
）、
特
定
の
テ
ー
マ
（
立
山
曼
荼
羅
、
お
わ
ら
風
の
盆
、
川
の
文
学
、
三
禅
定
の
旅
、温
泉
の
文
学
、北
陸
を
舞
台
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
、
竹
久
夢
二
の
旅
、
竹
久
夢
二
と
音
楽
、
収
蔵
資
料
）
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
。
近
年
は
、「
上
橋
菜
穂
子
と
〈
精
霊
の
守
り
人
〉」
「
没
後
20
年
星
野
道
夫
の
旅
」
展
な
ど
、
富
山
ゆ
か
り
に
限
定
し
な
い
巡
回
展
も
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
回
廊
部
分
で
は
、
富
山
ゆ
か
り
の
映
画
の
公
開
に
合
わ
せ
て
、
映
画
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
随
時
開
催
し
て
い
る
。 
教
育
普
及
活
動 

企
画
展
関
連
講
座
の
ほ
か
、
定
番
の
文
学
講
座
と
し
て
、
県
内
大
学
か
ら
講
師
を
招
く
「
大
学
連
携
シ
リ
ー
ズ
」、
郷
土
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
扱
う
「
ゆ
か
り
の
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
」、
郷
土
の
先
人
を
扱
う
「
巨
人
の
物
語
を
ひ
も
と
く
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
設
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
読
書
感
想
文
サ
ポ
ー
ト
講
座
」「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
」
な
ど
児
童
・
生
徒
向
け
の
も
の
、「
朗
読
と
音
楽
の
夕
べ
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」「
文
芸
サ
ロ
ン
」
な
ど
一
般
向
け
の
も
の
、
観
桜
や
観
月
に
合
わ
せ
た
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
高
校
生
に
よ
る
朗
読
会
」
な
ど
が
あ
る
。 
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
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、県
内
お
よ
び
首
都
圏
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、記
念
式
典
、
県
内
中
学
校
に
お
け
る
出
張
短
歌
講
座
、
県
内
高
校
に
お
け
る
出
張
万
葉
集
講
座
な
ど
を
実
施
。
文
学
館
職
員
が
講
師
を
務
め
る
出
張
講
座
も
実
施
し
て
い
る
。 
研
究
助
成
制
度
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

平
成
25
年
度
か
ら
、
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
や
郷
土
の
研
究
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を
公
募
・
選
考
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
研
究
助
成
制
度
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
富
山
の
文
学
に
関
す
る
も
の
、
歴
史
・
民
俗
に
関
す
る
も
の
、
伝
統
工
芸
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
の
も
と
意
欲
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
文
学
賞
の
創
設
―
「
大
伴
家
持
文
学
賞
」「
高
志
の
国
詩
歌
賞
」 

大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
世
界
の
詩
人
を
対
象
と
し
た
「
大
伴
家
持
文
学
賞
」
お
よ
び
富
山
県
ゆ
か
り
の
若
手
詩
人
を
対
象
と
し
た「
高
志
の
国
詩
歌
賞
」を
創
設
。
第
１
回
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ン
グ
リ
ー
氏
が
大
伴
家
持
文
学
賞
を
、
歌
人
の
山
田
航
氏
が
高
志
の
国
詩
歌
賞
を
受
賞
し
た
。 
資
料
の
収
集
・
保
存
・
調
査
研
究 

こ
の
ほ
か
通
常
業
務
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
文
学
資
料
の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
る
。
収
集
資
料
や
展
示
資
料
に
つ
い
て
整
理
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
成
果
は
、
企
画
展
お
よ
び
常
設
展
の
内
容
、
展
示
に
合
わ
せ
て
発
行
す
る
図
録
や
ガ
イ
ド
ペ
ー
パ
ー
、『
高
志
の
国
文
学
館
紀
要
』、
講
座
等
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

ま
た
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
は
富
山
文
学
に
関
す
る
本
を
並
べ
、
自
由
な
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
収
蔵
資
料
の
閲
覧
希
望
に
対
し
て
は
、
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。 
「
富
山
文
学
の
会
」
と
高
志
の
国
文
学
館 

「
富
山
文
学
の
会
」
に
は
、
第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
25
年
３
月
）
お
よ
び
第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
26
年
３
月
）
で
、
当
館
の
研
修
室
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。 
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ラ
を
紹
介
し
て
い
る
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
制
作
過
程
が
わ
か
る
展
示
装
置
も
あ
る
。 

ま
た
、
テ
ー
マ
展
示
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
が
、
本
県
の
山
に
ま
つ
わ
る
文
学
作
品
を
ま
と
め
た
映
像
装
置
「
山
岳
文
学
物
語
」、
平
成
29
年
よ
り
新
た
に
設
け
た
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
」、
企
画
展
の
関
連
資
料
や
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
す
る
「
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
」
で
あ
る
。 

ヘ
ル
ン
文
庫
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
泉
八
雲
と
、
ヘ
ル
ン
文
庫
を
富
山
に
誘
致
し
た
南
日
恒
太
郎
を
、
越
中
の
先
人
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
安
田
善
次
郎
、
浅
野
総
一
郎
、
高
峰
譲
吉
な
ど
諸
分
野
で
活
躍
し
た
郷
土
の
先
人
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。 

企
画
展
に
つ
い
て
は
、
年
間
４
～
５
回
程
度
、
文
学
、
漫
画
、
映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
い
る
。
開
館
記
念
展
は
「
大
伴
家
持
と
越
中
万
葉
―
風
土
と
こ
だ
ま
す
る
家
持
の
心
―
」
で
あ
り
、
以
下
、
富
山
ゆ
か
り
の
作
品
（『
長
い
道
』
と
『
少
年
時
代
』、『
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
』）、
作
家
・
先
人
（
大
伴
家
持
、
辺
見
じ
ゅ
ん
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
、
久
世
光
彦
、
田
中
冬
二
、
林
秋
路
、
宮
本
輝
、
堀
田
善
衞
、
棟
方
志
功
、
里
中
満
智
子
、
株
式
会
社
ピ
ー
エ
ー
ワ
ー
ク
ス
、
浅
野
総
一
郎
）、
特
定
の
テ
ー
マ
（
立
山
曼
荼
羅
、
お
わ
ら
風
の
盆
、
川
の
文
学
、
三
禅
定
の
旅
、温
泉
の
文
学
、北
陸
を
舞
台
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
、
竹
久
夢
二
の
旅
、
竹
久
夢
二
と
音
楽
、
収
蔵
資
料
）
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
。
近
年
は
、「
上
橋
菜
穂
子
と
〈
精
霊
の
守
り
人
〉」
「
没
後
20
年
星
野
道
夫
の
旅
」
展
な
ど
、
富
山
ゆ
か
り
に
限
定
し
な
い
巡
回
展
も
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
回
廊
部
分
で
は
、
富
山
ゆ
か
り
の
映
画
の
公
開
に
合
わ
せ
て
、
映
画
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
随
時
開
催
し
て
い
る
。 
教
育
普
及
活
動 

企
画
展
関
連
講
座
の
ほ
か
、
定
番
の
文
学
講
座
と
し
て
、
県
内
大
学
か
ら
講
師
を
招
く
「
大
学
連
携
シ
リ
ー
ズ
」、
郷
土
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
扱
う
「
ゆ
か
り
の
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
」、
郷
土
の
先
人
を
扱
う
「
巨
人
の
物
語
を
ひ
も
と
く
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
設
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
読
書
感
想
文
サ
ポ
ー
ト
講
座
」「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
」
な
ど
児
童
・
生
徒
向
け
の
も
の
、「
朗
読
と
音
楽
の
夕
べ
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」「
文
芸
サ
ロ
ン
」
な
ど
一
般
向
け
の
も
の
、
観
桜
や
観
月
に
合
わ
せ
た
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
高
校
生
に
よ
る
朗
読
会
」
な
ど
が
あ
る
。 
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
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、県
内
お
よ
び
首
都
圏
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、記
念
式
典
、
県
内
中
学
校
に
お
け
る
出
張
短
歌
講
座
、
県
内
高
校
に
お
け
る
出
張
万
葉
集
講
座
な
ど
を
実
施
。
文
学
館
職
員
が
講
師
を
務
め
る
出
張
講
座
も
実
施
し
て
い
る
。 
研
究
助
成
制
度
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

平
成
25
年
度
か
ら
、
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
や
郷
土
の
研
究
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を
公
募
・
選
考
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
研
究
助
成
制
度
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
富
山
の
文
学
に
関
す
る
も
の
、
歴
史
・
民
俗
に
関
す
る
も
の
、
伝
統
工
芸
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
の
も
と
意
欲
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
文
学
賞
の
創
設
―
「
大
伴
家
持
文
学
賞
」「
高
志
の
国
詩
歌
賞
」 

大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
世
界
の
詩
人
を
対
象
と
し
た
「
大
伴
家
持
文
学
賞
」
お
よ
び
富
山
県
ゆ
か
り
の
若
手
詩
人
を
対
象
と
し
た「
高
志
の
国
詩
歌
賞
」を
創
設
。
第
１
回
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ン
グ
リ
ー
氏
が
大
伴
家
持
文
学
賞
を
、
歌
人
の
山
田
航
氏
が
高
志
の
国
詩
歌
賞
を
受
賞
し
た
。 
資
料
の
収
集
・
保
存
・
調
査
研
究 

こ
の
ほ
か
通
常
業
務
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
文
学
資
料
の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
る
。
収
集
資
料
や
展
示
資
料
に
つ
い
て
整
理
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
成
果
は
、
企
画
展
お
よ
び
常
設
展
の
内
容
、
展
示
に
合
わ
せ
て
発
行
す
る
図
録
や
ガ
イ
ド
ペ
ー
パ
ー
、『
高
志
の
国
文
学
館
紀
要
』、
講
座
等
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

ま
た
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
は
富
山
文
学
に
関
す
る
本
を
並
べ
、
自
由
な
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
収
蔵
資
料
の
閲
覧
希
望
に
対
し
て
は
、
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。 
「
富
山
文
学
の
会
」
と
高
志
の
国
文
学
館 

「
富
山
文
学
の
会
」
に
は
、
第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
25
年
３
月
）
お
よ
び
第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
26
年
３
月
）
で
、
当
館
の
研
修
室
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。 
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
一
部
の
会
員
の
方
々
に
は
、
企
画
展
関
連
講
座
や
文
学
講
座
の
講
師
、友
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー
の
特
別
解
説
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
ご
応
募
な
ど
、
個
人
の
研
究
成
果
を
当
館
の
活
動
に
還
元
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
も
「
富
山
文
学
の
会
」
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
に
根
ざ
す
文
学
館
と
し
て
、
共
に
ふ
る
さ
と
文
学
の
発
掘
・
普
及
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
。 
 
- 31 - 
富
山
高
専
と
富
山
文
学
の
会 
近
藤
周
吾 
 
「
高
専
」
の
略
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
高
等
専
門
学
校
の
歴
史
も
、
す
で
に
半
世
紀
を
越
え
た
が
、
数
が
少
な
く
、
大
方
に
は
依
然
、
秘
密
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

か
く
い
う
私
自
身
も
赴
任
す
る
以
前
は
高
専
の
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
高
専
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
い
て
も
不
思
議
に
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
当
事
者
と
し
て
高
専
の
こ
と
を
外
部
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
痛
感
す
る
。 

と
い
う
わ
け
で
、
以
下
、
高
専
、
と
り
わ
け
富
山
高
専
と
富
山
文
学
の
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
公
私
綯
い
交
ぜ
に
な
る
こ
と
を
厭
わ
ず
、
何
か
し
ら
草
し
て
お
こ
う
。 

高
専
は
五
年
一
貫
教
育
を
特
色
と
す
る
、
知
る
人
ぞ
知
る
学
校
で
、
社
会
的
評
価
は
高
い
。
海
外
で
もSocial D
octor
と
し
て
の
役
割
に
注
目
を
集
め
る
。
五
年
一
貫
教
育
と
言
っ
た
が
、
全
国
に
五
つ
し
か
な
い
商
船
学
科
の
場
合
は
、
五
年
半
で
卒
業
す
る
。
九
月
卒
業
、
十
月
就
職
と
い
う
国
際
的
な
ス
タ
イ
ル
は
先
端
を
行
く
。
さ
ら
に
専
攻
科
へ
進
む
と
、
学
士
の
学
位
が
取
得
で
き
る
。
専
攻
科
生
は
七
年
（
七
年
半
）
に
わ
た
り
、
高
専
生
活
を
過
ご
す
か
ら
、
高
校
と
大
学
（
学
部
）
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
だ
。
か
つ
て
の
旧
制
高
校
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。 

た
だ
し
、
高
専
は
高
等
教
育
機
関
で
あ
り
、
一
五
歳
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ
フ
が
始
ま
る
。
教
育
委
員
会
の
管
轄
で
も
、
学
習
指
導
要
領
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
高
校
と
い
う
よ
り
、
短
大
や
大
学
に
近
い
。
商
船
学
科
は
文
部
科
学
省
だ
け
で
な
く
、
国
土
交
通
省
の
管
轄
で
も
あ
る
。
教
員
も
教
員
免
許
の
な
い
者
が
多
数
派
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
、
大
学
の
よ
う
に
博
士
が
揃
う
。 

全
国
の
高
専
の
中
で
も
、
富
山
高
専
は
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
。
旧
富
山
工
業
高
専
（
現
在
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
旧
富
山
商
船
高
専
（
現
在
の
射
水
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
高
度
化
再
編
し
成
立
し
た
高
専
だ
か
ら
で
あ
る
。
統
合
高
専
は
ス
ー
パ
ー
高
専
と
呼
ば
れ
、
規
模
が
大
き
い
。
富
山
高
専
の
他
、
仙
台
高
専
、
香
川
高
専
、
熊
本
高
専
が
ス
ー
パ
ー
高
専
だ
が
、
富
山
高
専
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
そ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
あ
る
。
高
専
と
い
え
ば
、
工
業
高
専
で
男
子
が
多
い
と
い
う
の
が
定
説
で
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
富
山
高
専
の
場
合
、
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、
電
気
制
御
工
学
科
、
物
質
化
学
工
学
科
、
電
子
情
報
工
学
科
と
い
う
工
学
系
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
商
船
学
科
と
い
う
学
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黒﨑真美著
 
童子と笛の音と富山と
 
――室生犀星論――
 
定価二、〇〇〇円＋税
 
二〇一八年八月二四日
 
初版発行
 
龍書房
 東京都千代田区飯田橋二‐一六‐三
 
〇三‐三二八八‐四五七〇
 
 
・・・愛息豹太郎の死と〈笛の音〉が結びついたとき、犀星の
悲嘆と
慈愛の根源が
見えたような気がした。 「童子と笛の音」は、犀星の慈愛の分析となった。
 
（ 「あとがき」より）
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